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＜連絡事項＞
・北病棟で管理していた車椅子１台は、東病棟で管理となります。もし使用する場合は、外来等からかりて使用する様にして下さい。

・退院時要約の作成は必要ですが、Ｄｒ・ＳＧＭの印がなしになった為、電子カルテ内で
　の保管となります。周知して下さい。

・退院支援相談員について、今後の書類作成時、今年度５月から木村ＪＧＭの名前で記載して下さい。周知お願いします。

・栄養管理室から、6/3（夕）に提供予定であったグレープフルーツですが、納品の都合上、
6/3（夕）　グレープフルーツ　→　ゴールドキウイへ変更となります。周知して下さい。

＜患者様連絡事項＞
・松谷　和也様～治験薬が開始となる為、6/11（月）西病棟Ａユニットへ転出予定です。

・吉田　光良様～本日13：00～南陽館スタッフ、ケアマネ、藤原ＳＧＭ、ＳＷ、家族同席にてケア会議を行っています。
※6/4（月）11時　当院退院→初外来6/13（水）10：30　田名部Dr
※南陽館：週二回（火・金）利用。初回利用日は6/8（金）
　内服薬は、現在使用している服薬ボードを使用し管理していくとの事。本人の病状に何か変化等あった場合は、情報共有を図り、各関係機関で対応していく事としています。
※6/5（火）サービス担当者で自宅訪問予定。
※南陽館の初回利用日から1ヶ月以内に、PTが自宅訪問をし、家屋調査予定。家の中の段差等を調査し、リハビリの内容に反映していくとの事。

・犾守　佑太様～本日、 16:00～ 4F診察室にて、金銭面及び病状を含めた今後について家族のみの面談を行います。

・木村　美智子様～臨時薬　アルダクトンＡ（25） 3 Ｔ 1日3回　毎食後　14日分で明日の朝より処方となっています。

＜要注目患者様＞
・五日市　規様～本日は、プログラムの身辺整理で衣類をスタッフと共に片付けをし、衣類整理にも応じています。粗暴的な行為はなく穏やかです。病状の観察や粗暴的な行動のない様都度声掛けしていきましょう。

・井上　和美様～本日の皮膚科診察時、診察予定ではなかったが、土井医師に魚の目と、
以前治癒している臀部の診察を強要してきています。土井医師診察し、
軟膏等の処置、処方の必要性ない事の説明を受けると、興奮し妄想を交
え土井医師を追いかけて話しています。介入後も約1時間程ホールで大
声で興奮しています。数日前より、自室とホールの往復頻回で頓服の要
求を繰り返し頓服を服用したり、夜間睡眠も不安定です。精神症状の不
安定さがあるので、本人と話す際は、曖昧な言い方や、憶測での対応はしないようにしましょう。

＜安ヶ平Ｄｒケース検討・診察状況＞
・中川原　義雄様～「娘が、なかなか来ないので、見放されているのではと感じる」と話されています。作業療法では、そろばんを行っています。気分はフラットとの事です。
＊処方変更等はありません。

＜馬渡Ｄｒケース検討・診察状況＞
・佐々木　淳様～時折不機嫌さ見られる事があり、拒否的な言動を見せる事があります。他者トラブルや粗暴性は見られません。穏やかで疎通良好です。
　　　　　　　　　任意入院同意書にサインを頂いています。
・蝦夷森　重男様～施設見学は本人拒否されており動機づけが必要です。施設の話は進んでいない為、引き続き退院支援を進めて下さい。

・山下　拓也様～5/26（土）月１回のよこまちストアへの外出へスタッフ付き添いで行か
れ、寿司や焼き鳥などを食べたと話しています。本人から外出する日を
　　　　　　　　２回/週へ増やしたいと希望ありますが、担当スタッフと相談する様説明
されています。退院支援を進めて下さい。

・曽我　正子様～目立った気分変動はなく経過しています。青山荘の体験利用は継続して
行っています。次回は、6/9（土）9：30～11：30で青山荘体験利用の為
外出予定です。

・山口　富造様～眩暈は軽度見られていますが、穏やかに落ち着いて過ごされています。
退院支援は、次男様と連絡を取り、期限を決めて確認しながら進めて下
さい。

・原　吉郎様～「胸が苦しくなる。なおしてほしい」と体調不良をやや切迫した様子で訴
えています。食べ物や飲み物のせいではないか等と話していますが、被毒
[bookmark: _GoBack]妄想等は聞かれません。脳がとける感じはないとの事で交信の回数は、１
日１～２回程度で困る事もあると話しています。
　　　　　　　オランザピン（10）２Ｔ１×夕２×朝・夕へ変更となっています。眠気
へ注意する様にと説明あります。主治医より、クロザピンの使用も後々考
えており、現在の薬剤を減量してからクロザピン使用時は１回/週採血とな
るが良いか確認され、了解しています。

＜皮膚科診察＞
・大上　なみ様～爪白癬は治癒となっています。

・吉田　光良様～足白癬は治癒となっています。

・成田　富士子様～右上腕部の癤の処置は止めとなっています。他処置は継続です。

・松永　勘五郎様～臍部の急性湿疹の処置は止めとなっています。他処置は継続です。

・佐々木　淳様～左膝の痂皮の処置は止めとなっています。他処置は継続です。

・畠山　文男様～臀部から肛門周囲にびらん、皮膚肥厚、色素沈着あり、慢性湿疹でエキ
ザルベ塗擦の指示が出ています。エキザルベ　１本処方となっています。

・三上　勇様～特変なく、デルモゾールＤＰ軟膏2本処方となっています。

・松谷　和也様～特変なく、タベジール2Ｔ　2×朝・夕　7日分本日夕から処方となって
います。

・山口　富造様～躯幹掻痕あります。両趾間は特変ありません。タベジール2Ｔ　2×朝・夕で本日夕から７日分、デルモゾールＤＰ軟膏2本処方となっています。
・木村　美智子様～両趾～趾間・爪に処置継続で、2週間後の6/14（木）に診察となります。

・原　吉郎様～両足特変なし。処置継続で2週間後の6/14（木）に診察となります。

・曽我　正子様～爪殆ど不変。処置継続で2週間後の6/14（木）に診察となります。

・金澤　洋子様～爪・踵特変なし。処置継続で2週間後の6/14（木）に診察となります。

・伊藤　義彦様～左第4・5趾の爪混濁・肥厚。処置継続で2週間後の6/14（木）に診察となります。



